
７
月

１
日

火

愛
荘
町
の
秦
荘
中
学
部
員
死

亡
事
故
で
、
遺
族
が

顧
問
に
民

事
の
責
任
を

と
最
高
裁
に
向
け

署
名
活
動
。

９
日

水

県
教
委
は
、
今
春
卒
業
し
た

県
内
高
校
生
の
就
職
試
験
で
受
験

し
た
８
０
３
社
の
う
ち
52
社
で
63

件
の
不
適
正
質
問
が
あ
っ
た
と
発

表
。
主
な
内
容
は

家
族
構
成

住
所
略
図

愛
読
書

尊

敬
す
る
人
物

な
ど
。

17
日

木

大
津
市
内
の
小
学
校
で
10
日

に
あ
っ
た
校
舎
３
階
か
ら
の
６
年

生
女
子
児
童
転
落
事
故
で
、
市
教

委
は

い
じ
め
の
可
能
性
も
視
野

に
調
査
す
る

と
発
表
。

22
日

火

県
教
委

子
ど
も
に
よ
る
県

い
じ
め
対
策
チ
ー
ム

は
、
本
年

度
の
検
討
テ
ー
マ
で
あ
る

ネ
ッ

ト
利
用

へ
の
議
論
を
深
め
る
た

め
の
会
議
を
開
催
。
委
員
を
務
め

る
小
中
学
生
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
関
係
者
、

大
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ら
が
参
加
。

県
警
少
年
課
な
ど
は
売
春
防
止
法

違
反
の
疑
い
で
草
津
市
内
の
無
職

の
男
と
同
市
の
女
子
高
校
生
を
逮

捕
し
た
。

27
日

日

彦
根
・
愛
知
・
犬
上

原

発
の
な
い
社
会
を
つ
く
る
会

が

脱
原
発
を
め
ざ
す
首
長
会
議

に
加
わ
る
３
人
を
招
い
て
住
民
討

論
会
。

８
月

１
日

金

新
知
事
、
全
国
学
力
テ
ス
ト

学
校
別
成
績
公
開
に
否
定
的
見
解
。

２
日

土

第
19
回
登
校
拒
否
・
不
登

校
問
題
全
国
の
つ
ど
いi

n

滋
賀

３
日
ま
で
、
大
津
市

４
日

月

秦
荘
中
学
校
柔
道
部
員
死
亡

事
故
で
遺
族
は
最
高
裁
へ
、
適
切

な
審
理
を
求
め
る
署
名
約
４
０
０

０
人
分
を
提
出
。

５
日

火

県
教
委
に
報
告
さ
れ
た
４
~

６
月
の
い
じ
め
件
数
は
、
小
学
校

１
５
９
件

前
年
同
期
比
＋
30

中
学
校
１
２
２
件

＋
14

県
立

学
校
24
件

＋
７

。
各
学
校
が

軽
微
な
段
階
か
ら
対
応
し
て
い
る

結
果
と
説
明
。

７
日

木

文
科
省
学
校
基
本
調
査
、
居

所
不
明
の
児
童
生
徒
は
３
９
７
人
、

滋
賀
は
８
人

５
月
１
日
現
在

。

９
日

土

全
国
障
害
者
問
題
研
究
会

第
48
回
全
国
大
会i

n

滋
賀

10

日
ま
で
、
米
原
市
・
大
津
市

14
日

木

県
立
高
校
施
設
の
耐
震
化
率

は
79
％
で
全
国
ワ
ー
ス
ト
５
位

４
月
１
日
現
在
の
調
査

。
県
教

委
、
17
年
度
ま
で
に
完
了
す
る
計

画
と
説
明
。

15
日

金

大
津
市
教
委
、
市
内
中
学
校

で
12
年
度
体
育
祭
準
備
中
に
１
年

女
子
生
徒
が
負
傷
し
た
事
故
に
つ

い
て
、
当
時
の
校
長
の
責
任
を
認

定
。

19
日

火

大
津
市
、
教
育
５
カ
年
計
画

の
骨
子
を
ま
と
め
、
英
語
教
育
や

い
じ
め
対
策
、
校
長
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
発
揮
、
子
育
て
支
援
、
生

涯
学
習
な
ど
を
位
置
付
け
た
。

21
日

木

高
島
市
は
市
立
マ
キ
ノ
北
、

今
津
西
、
広
瀬
の
３
小
学
校
を
、

来
春
廃
校
に
す
る
と
発
表
。

22
日

金

大
津
市
教
委
は
、
全
国
学
力

テ
ス
ト
の
学
校
別
平
均
正
答
率
を

公
表
し
な
い
方
針
を
示
し
た
。
学

校
の
序
列
化
に
配
慮
し
て
後
退
し

た
形
。
結
果
は
市
独
自
の
式
と
グ

ラ
フ
を
用
い
、
比
較
で
き
な
い
方

法
で
公
表
す
る
と
し
て
い
る
。

25
日

月

県
教
委
、
全
国
学
力
テ
ス
ト

の
結
果
を
公
表
。
平
均
正
答
率
は

小
６
、
中
３
の
全
科
目
で
全
国
平

均
を
下
回
っ
た
。
小
学
生
に
は
改

善
の
兆
し
が
見
ら
れ
る
が
中
学
生

は
昨
年
よ
り
差
が
拡
大
し
た
。
結

果
に
対
し
知
事
は

非
常
に
重
い

使
命
感
を
感
じ
る

と
発
言
。

29
日

金

全
国
学
力
テ
ス
ト
の
結
果
を

受
け
、
県
教
委
担
当
者
は

土
曜

授
業
を
市
町
教
委
と
連
携
し
て
推

進
し
た
い

と
話
し
た
。
現
在
、

小
学
校
で
４
市
10
校
、
中
学
校
で

４
市
６
校
が
何
ら
か
の
形
で
実
施

し
て
い
る
。

丹
部

県
立
大
の
杉
浦
さ
ん
は
、
憤
懣
う
っ
積

す
る
暗
黒
の
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
た
よ

う
で
あ
る
。
私
は
そ
の
学
校
の
空
気
を
共

有
で
き
る
よ
う
に
思
う
。
今
も
そ
れ
ら
は

学
校
の
現
実
だ
か
ら
で
あ
る
。
教
師
に
焦

点
が
当
て
ら
れ
、
リ
ア
ル
な
学
校
の
姿
が

も
っ
と
も
っ
と
暴
か
れ
て
も
い
い
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。

Ｙ
・
Ｋ
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１

平
成
26
年
５
月
21
日
に
福
井
地
裁
が
言
い

渡
し
た
大
飯
原
発
３
，
４
号
機
の
運
転
差
止

め
判
決

本
件
判
決

は
、
簡
潔
且
つ
分
か

り
や
す
い
表
現
で
、
市
民
感
覚
に
沿
っ
た
確

か
な
論
理
を
展
開
し
て
明
快
な
結
論
を
示
し
、

全
国
で
脱
原
発
を
願
っ
て
い
る
多
く
の
人
た

ち
に
，
限
り
な
い
励
ま
し
を
与
え
た
。
本
件

判
決
は
、
英
、
独
、
仏
、
韓
国
、
中
国
な
ど

を
目
指
し
て
闘
っ
て
い
る
世
界
の
人
々
を
も

勇
気
づ
け
て
い
る
。

２

本
件
判
決
が
言
い
渡
さ
れ
る
た
め
に
は
、

樋
口
裁
判
長
以
下
３
人
の
裁
判
官
の
高
い
見

識
と
勇
気
が
必
要
だ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な

い
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
福
井
地
裁
だ
け
の

特
異
な
判
決
で
は
終
わ
ら
な
い
と
思
う
。
福

島
第
一
原
発
事
故
の
後
、
原
発
訴
訟
の
流
れ

は
明
ら
か
に
変
わ
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
初
め

て
目
に
見
え
る
形
で
結
実
し
た
の
が
福
井
地

裁
判
決
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

３

一
部
の
例
外
を
除
い
て
住
民
の
訴
え
を
退

け
続
け
た
多
く
の
裁
判
官
た
ち
は
、
①
ま
さ

か
日
本
で
本
当
に
過
酷
事
故
が
起
こ
る
な
ど

と
は
思
わ
ず
、
②

専
門
家

を
信
用
し
、

③

国
策

に
は
抗
え
な
い
と
考
え
、
④
原

発
を
嫌
悪
す
る
の
は
一
部
の
活
動
家
だ
け
で

あ
る
と
思
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
福
島
第
一

原
発
事
故
の
あ
と
、
す
べ
て
は
劇
的
に
変
わ
っ

た
。
日
本
で
過
酷
事
故
が
起
こ
る
こ
と
が
事

実
を
も
っ
て
証
明
さ
れ
、
そ
れ
が
招
い
た
悲

惨
な
事
態
は
裁
判
官
の
胸
に
刻
ま
れ
た
。

専
門
家

が
い
か
に
杜
撰
な
仕
事
を
し
て
い

た
か
が
白
日
の
下
に
さ
ら
さ
れ
た
。
原
発
が

な
く
て
も
電
力
供
給
に
何
ら
支
障
が
な
く
、

原
発
が
国
策
で
あ
る
と
い
っ
て
も
、
表
立
っ

て
言
え
る
理
由
は
、
電
気
代
、
貿
易
赤
字
、

二
酸
化
炭
素
排
出
の
問
題
に
す
ぎ
な
い
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
脱
原
発
を

求
め
る
市
民
の
声
は
、
明
ら
か
に
大
き
く
な
っ

た
。
世
論
調
査
で
は
、
６
割
か
ら
７
割
、
時

に
は
８
割
を
超
え
る
市
民
が
脱
原
発
を
求
め

て
い
る
。
今
後
、
原
発
運
転
差
止
め
判
決
が

次
々
と
言
い
渡
さ
れ
る
可
能
性
は
、
十
分
に

あ
る
と
考
え
る
。

４

他
方
，
政
府
は
、
本
件
判
決
を
無
視
し
て

い
る
。
原
子
力
規
制
委
員
会
は
，
本
件
判
決

が
指
摘
し
た
問
題
点
を
顧
み
る
こ
と
も
な
く
、

９
月
10
日
、
川
内
原
発
に
つ
い
て
新
規
制
基

準
へ
の
適
合
判
断
を
し
た
。
来
年
早
々
に
も

再
稼
働
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
予
測
さ
れ

て
い
る
。
原
発
を

重
要
な
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド

電
源

と
位
置
付
け
、
福
島
第
一
原
発
事
故

な
ど
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
原
発
推
進
を
進

め
よ
う
と
し
て
い
る
政
府
、
電
力
会
社
と

福
島
第
一
原
発
事
故
の
よ
う
な
事
故
は
二

度
と
起
こ
し
て
は
な
ら
な
い
と
し
て
全
国

各
地
で
声
を
上
げ
て
い
る
市
民
と
の
闘
い

は
、
い
よ
い
よ
正
念
場
を
迎
え
つ
つ
あ
る
。

５

安
全
に
発
電
す
る
方
法
は
い
く
ら
で
も

あ
る
。
た
か
が
発
電
の
た
め
に
、
な
ぜ
私
た

ち
は
、
事
故
の
恐
怖
に
怯
え
て
生
活
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。
こ
の
期
に
及
ん
で
原

発
に
し
が
み
つ
こ
う
と
し
て
い
る
人
た
ち
の

本
音
は
、
核
兵
器
を
持
ち
た
い
と
い
う
野
望

と
電
力
会
社
の
経
営
の
安
定
、
そ
し
て
金
儲

け
に
あ
る
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、

私
た
ち
は
、
そ
ん
な
も
の
の
た
め
に
、
私
た

ち
や
子
供
た
ち
の
生
命
、
健
康
、
将
来
の
世

代
に
残
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
安
全
な
環
境

を
差
し
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
だ
。

い
ど
け
ん
い
ち

滋
賀
弁
護
士
会

５
月
21
日
福
井
判
決
を
受
け
て

弁
護
士

井
戸
謙
一
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